
総合人文科学研究センター研究部門「信頼社会」研究 

2013 年度シンポジウムの報告 

 

現代日本における「信頼」のゆくえ 

―映画『先祖になる』池谷薫監督を迎えて― 

 

日時：2013 年 12 月 7 日（土）12 時 10 分から 16 時 10 分 

会場：早稲田大学戸山キャンパス 38 号館 AV 教室 

 

 

 このたび開催された「信頼社会」研究の 2013 年度シンポジウムでは、映画『先祖になる』

の上映、同映画の池谷薫監督による講演、監督と研究会のメンバー三名との質疑、加えて

フロアの一般参加者との質疑が行われた。 

 シンポジウム冒頭の開会挨拶において御子柴が、

本研究部門の趣旨とこれまで三回の研究会から得た

問題意識を説明した。すなわち、「信頼」を問題に

する際の視点の置き方の問題、「信頼社会」が排除

を伴うものか否かという問題、そして、人格間の「信

頼」を支える人間を超えたものにかんする問題であ

る。 

 次に、池谷監督から、上映する映画について、若

干の説明があった。その中心的内容は、このドキュ

メンタリー映画が「震災映画」ではないこと、また

主人公である佐藤直志氏との出会いについてであ

る。その後、98 名の参加者とともに上映が行われ

た。なお、本シンポジウム会場における映像機器が、

池谷監督に要求水準に達するものでなかったため、

同監督に長時間にわたる調整作業をお願いするこ

とになった。同監督の映像に対する熱意とともに、記憶しておきたい。 

 上映終了後、松永美穂先生、藤本一勇先生、堀内正規先生（いずれも文学学術院教授）

と池谷監督にご登壇いただき、約 50 名の聴衆とともに、シンポジウム形式で議論が行われ

た。まずはじめに、同監督から発言があり、このドキュメンタリー映画を取り巻くさまざ

まなエピソードが紹介された。その中から、特記すべきことを三つ挙げる。第一に、この

作品がベルリン映画祭で受賞作となったとき、審査員がこの作品に「ふるさとの豊かな宗

教的伝統」を見出した。監督はそれを「氏神信仰」と呼ぶ。第二に、本作品の題名でもあ

る「先祖になる」は、佐藤直志氏らが用いていた言葉であり、それは、津波が文化・習慣・

つながりを押し流していったことへの耐えがたさに基づいている。第三に、ドキュメンタ

リー映画は、被写体と「共犯関係」を結ぶことで成立するものであり、「撮らせてもらっ

ているうちは撮れない」ものである。 



 特定質問者の松永先生は、本

作品が人間の普遍的な価値観

を表現していることを指摘し

た上で、二つの質問をした。ま

ず、膨大に撮影したはずの映像

をどのように編集したのかと

いう問いを介して、監督から

「佐藤さんに反対する人にも

たくさん取材をしたが、ドキュ

メントというのは登場人物がまだ生きており、あの地域での生活がこれからも続くのだと

いうことを考慮して、対立を深めるような映画にしないようにした｣という答えを得た。こ

れは、信頼にかかわる発言である。また、本作品に字幕がほとんどないことを指摘し、監

督から「分かる」のではなく「感じる」ことが大切なのだという発言、字幕があると映像

を見てもらえないという発言を引き出した。監督は、この作品に BGM がないことについて

も、「被災者の生きざまに色をつけたくない」からだと話された。藤本先生は、主人公に

マテリアルな次元で「主体」のある人を見たという感想を述べたうえで、主人公には他者

を「信頼」する力、すなわち賭ける力があることを指摘し、それを蕎麦の種まきのシーン

に関連づけた。関連して、監督からは、「祭り七夕」に表現される共同体（町内会）にか

んする解説があった。堀内先生は、主人公の頑固さを確認しつつ、頑固さの裏側に「弱さ」

があることを指摘した。また、被写体との「共犯関係」という監督の言葉にかんする質問

した。監督は、自分が「個から全体を見る」という手法を採用していること、対象の価値

判断をしないという態度を貫いていることを説明するとともに、大船渡での上映会のエピ

ソードを紹介された。その後、フロアとの質疑が続き、御子柴が総括を述べ、岡部耕典先

生の挨拶をもって閉会した。 

 今回のシンポジウムは、個から出発するという方法の有効性、（孤立することはあって

も）排除することのない信頼が見出せること、信頼の基礎として宗教的伝統が機能するこ

とを具体的に提示してくれるものであり、私たちの共同研究が抱えている「問い」に一定

の答えを提供するものとなった。なお、このたびの上映会開催に向けて、現代人間論系助

手の宮本明子先生にはたいへんなご尽力をいただいた。記して感謝申し上げたい。 

 

 次回の研究会は、2014 年 4 月のいずれかの土曜日に、竹中均先生と越川房子先生を発表

者として開催する予定である。（報告書とりまとめ：御子柴善之） 


